添付７
原子力施設モックアップ研修に係る実習設備利用申込書

（公財）若狭湾エネルギー研究センター

福井県国際原子力人材育成センター

国内人材育成グループ利用承認　　　　印
関西電力株式会社

原子力研修センター　所長　殿　　　　　　　　

（TEL:0770-72-3825、FAX:0770-72-3857）

【利用申込み確認欄】

	所　長
	所長代理
	主任講師
	講　師
	指導長
	総　括

	
	
	
	
	
	


	研修名称
	

	研修期間
	自：令和　　年　　月　　日（　　）　～　至：令和　　年　　月　　日（　　）　　（　　　日間）

	講師
	

	研修責任者
	所属名：

氏  名：
	連絡先
（TEL）：

　　　　 
（FAX）:

	受講者
	別紙による　（利用者全員を記載）

	実習設備

※該当設備を○で囲む
	○原子炉容器［１．上蓋　　２．ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ　　３．ｽﾀｯﾄﾞﾃﾝｼｮﾅｰ　　４．ｷｬﾋﾞﾃｨｰｼｰﾙﾘﾝｸﾞ　　５．T/Cﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　　６．F/L制御棒］

○燃料取扱設備［１．燃料取扱ｸﾚｰﾝ　　２．内装物取扱工具　　３．燃料移送装置模型　　４．M/Cｸﾞﾘｯﾊﾟ模型］

○蒸気発生器［１．１次側ﾏﾝﾎｰﾙ　　２．ﾏﾝﾎｰﾙ取扱装置　　３．水室隔離蓋］

○１次冷却材ﾎﾟﾝﾌﾟ室［１次冷却材ﾎﾟﾝﾌﾟ軸ｼｰﾙ部］

○現場計器室［１．電磁弁　　２．ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ　　３．炉内熱電対　　４．RCP振動計　　５．空気式計器　　６．現地計器  
７．原子炉保護系用伝送器　　８．２次系空気式制御　　９．炉内熱電対自動引抜装置　　１０．実ﾌﾟﾛｾｽｼﾐｭﾚｰﾀ］

○中央制御室［１．制御棒制御装置　　２．計器用電源　　３．安全保護系ﾃｽﾄﾘﾚｰﾗｯｸ　　４．保護ﾘﾚｰ盤　　
５．発電機用自動電圧調整装置　　６．原子炉ﾄﾘｯﾌﾟ遮断器　　７．ｼｰｹﾝｽ盤　　８．制御棒位置指示装置　　
９．原子炉保護制御装置　　１０．原子炉安全保護盤　　１１．原子炉制御ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ装置　　１２．炉外核計装装置
１３．原子炉盤　　１４．ｱﾅﾗｲｼﾞﾝｸﾞﾚｺｰﾀﾞ　　１５．MELNACｶｰﾄﾞ試験装置　　１６．高速波形測定器
１７．原子炉制御計装盤（MELTAC）　　１８.ディジタル計装盤（CENTUM）］

○系統室

［１系統：１．加圧器安全弁　　２．主蒸気安全弁　　３．竪型ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾓｰﾀ　　４．電動仕切弁６Ｂ２台　　５．ﾆｰﾄﾞﾙ弁３Ｂ１台
６．玉形弁６Ｂ１台　　７．逆止弁６Ｂ１台　　８．圧力計１台　　９．水位伝送器１台　　１０．流量伝送器１台　　１１．温度計］

［２系統：１．ｷｬﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ２台　　２．横型ﾓｰﾀ　　３．玉形弁２Ｂ５台　　４．逆止弁２Ｂ３台　　５．逃し弁２台　　６．温度計
７．ﾆｰﾄﾞﾙ弁２Ｂ１台 　８．ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ弁　　９．圧力計４台　　１０．水位伝送器１台　　１１．流量伝送器１台］

［３系統：１．加圧器逃し弁　　２．加圧器ｽﾌﾟﾚｰ弁　　３．ﾊﾞｯｸﾚｽ弁　　４．横型単段ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾓｰﾀ　　５．電動仕切弁３Ｂ２台
６．玉形弁３Ｂ　　７．逆止弁３Ｂ　　８．仕切弁３Ｂ１台４Ｂ２台　　９．圧力計５台　　１０．温度計　　１１．流量伝送器２台
１２．流量制御器　　１３．圧力伝送器　　１４．圧力制御器　　１５．電磁流量計　　１６．速応型RTD］

○横型多段ﾎﾟﾝﾌﾟ室［１．横型多段ポンプ］　　　　○電動弁自動診断装置

○開閉器室［１．M/C(MBB,GCB,VCB)　　２．P/C  ３．C/C　　４．竪型ﾓｰﾀ　　５．RCPﾓｰﾀ用細管材　　６．RCPﾓｰﾀ用ﾌﾗｲﾎｲｰﾙ材
７．RCPﾓｰﾀ用上部軸受］

○非破壊検査室［１．UT用機材　　２．RT用機材　　３．MT用機材　　４．PT用機材］

○教育用ﾌﾟﾗﾝﾄﾓﾃﾞﾙ　　　　　○回転機器振動診断装置

○体感研修装置［１．ｳｫｰﾀｰﾊﾝﾏｰ　　２．配管温度・保温効果　　３．配管熱膨張・熱応力　　４．機器（軸受）の振動・共振
５．ﾎﾟﾝﾌﾟｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ　　６．配管空気溜まり　　７．ﾎﾟﾝﾌﾟグランド部締付け　　８．金属疲労　　９．玉軸受の異音
１０．制御弁ｸﾞﾗﾝﾄﾞ部締付け　　１１．ﾎﾞﾙﾄ締付け　　１２．ｽｳｴｰｼﾞﾛｯｸの締付け　　１３．端子の緩み（ﾊﾟﾁﾊﾟﾁ君）
１４．異臭（ﾓｸﾓｸ君）　　１５．感電（ﾋﾟﾘﾋﾟﾘ君）　　１６．ﾉｲｽﾞ発生］

○安全体感研修［１．ﾍﾙﾒｯﾄの着用・飛来落下　　２．安全帯の着用・宙吊り　　３．手挟まれ・荷振れ　　４．高所危険
５．仮設足場歩行　　６．配管漏洩箇所確認　　７．回転体巻込まれ　　８．溶接ﾉﾛ　　９．配管締付け不良
１０．重量物運搬　　１１．縄梯子昇降危険　　１２．歩行転倒危険］

○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	研修日付
	日　
	日　
	日
	日
	日

	研修予定人数
	名　
	名　
	名
	名
	名

	昼食申込み
	要・否
	名　
	名　
	名
	名
	名

	研修室要否
	要・否
	第　　　　　研修室、　　　　実習棟ECT検査室
	技能認定訓練の　　要　・　否

	研修実施に当たっての要望事項等
	


注：各設備使用時には、事前に使用状況の確認を行い、本利用申込書を提出する。

原子力施設モックアップ研修に係る利用者名簿(高浜)
講師・事務局を含む入館予定者全員を記載してください。

	NO
	氏名
	年齢
	利用実績　　（○、☓で記載）
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※　利用者の人数により、体裁の変更は可能です。　１頁に収まるように記載してください。
申　込　者


法人・団体名:


代表者(研修管理責任者)：


住所：


連絡先：所属


氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


TEL


FAX


ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ





別紙








